
3.学位取得者と論文題目

京都大学博士 (理学)

福原亮史 (課程)

論文題 目 :MolecularCloning,GeneExpression,and

EvolutionofEnzym esThatScavengeReactiveOxygen

speciesin Primates(霊長類での活性酸素消去酵素

のクローニング,遺伝子発現,および分子進化)

細川舟之 (課程)

論 文 題 目 :NeuronalResponsesofthe Macaque

Orbitofrontal CortexRelatedtothePredictionof

RewardingandAversiveOutcomes(報酬および嫌悪

の予測に関わるサル前頭眼寓野ニューロン活動)

李塊弟 (論文)

的 文 題 目 :MolecularGeneticAnalysisofHum an

Endogenous Retroviruses 什正RVs) in Primates:

Expression,EvolutionandPhylogeny (霊長類におけ

るヒト内在性レトロウイルス (HERVs)の分子遺

伝学的解析 :発現,進化,系統)

充都大学修士 (理学)

木場礼子

的文相目:ニホンザルにおける同種他個体の性の認識

一弁別と選好性-

Rizaldi

的文旭日:ニホンザル放飼場群における攻撃行動の社

会的発達

4.外国人研究員 ･研修員

外国人研究員

Sachithanantham SriKantha(スリランカ民主社会主義共

和国)

受入区分 :人類進化モデル研究センター客員教授 ･

研究課題 :新世界ザル類の目内行勤リズムの比較研究

招蒋期間 :2004年 4月 1日～2005年 3月31日

招蒋外国人学者 ･外国人共同研究者

Leca,Jean･Baptiste(フランス共和国,ルイ ･パストゥー

ル大学 ･講師)

受入教員 :MichealAlanHu氏nan

研究課題 :ニホンザルの文化的行動研究

招-い期間 :2003年 8月 9日～2004年8月 8日

黄乗明 (中華人民共和国,桂林贋西師範大学生物系教

師兼所長)

受入教員 :竹中修

研究課題 :種々の遺伝学的研究方法の修得,中国希少

種の保全生態学的研究

招-い期間 :2004年 1月 16日～2004年7月 5日

Malaivijitnond,Suchinda(タイ王国,チュラロンコーン

大学理学部 ･助教授)

受入教員 :溝田穣

研究課題 :タイ王国に分布するマカク類の遺伝的多様

性研究

招-い期間 :2004年 3月 14日～2004年6月 1日

Urasopon,Nontakom (タイ王国,ウボンラチャタニ大学

農学部 ･講師)

受入教員 :演田穣

研究課題 :マカクサル類における内分泌動態と骨密度

変化に関する研究

招-い期間 :2004年 3月 14日～2004年6月 18日

李珠美 (大韓民国,釜山大学理学部大学院 ･博士候補

者)

受入教員 :竹中修

研究課題 :霊長類における内在性ウイルス遺伝子の研

′究

招-い期間 :2004年 3月22日～2004年 9月22日

DyahPerwitasaホ･Farajallah(インドネシア共和国.ボゴ

ール農科大学 ･講師)

受入教員 :川本芳

研究課題 :インドネシア産カニクイザルの遺伝的多様

性に関する研究 ･

招碑期間 :2004年4月 1日～2004年4月24日

Wljayanto,Hery(インドネシア共和国,ガジャマグ大学

獣医学部 ･講師)

受入教員 :平井啓久

研究課題 :テナガザルの染色体解析

招蒋期間 :2004年5月 11日～2004年6月5日

招碑期間 :2005年2月 1日～2005年3月 1日

Kim,sanHa(大韓民国,ソウル大学 ･研究員)

受入教員 :松沢哲郎

研究課題 :チンパンジーの認知発達における社会的行

動

招碑期間 :2004年5月 18日～2004年9月 8日 .
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petrzelkova,Klara(チェコ共和国,チェコ科学アカデミ

ー脊椎動物研究所 ･研究員)

受入教員 :MichaelAlanHummn

研究探題 :タンザニア ･ルボンド由のチンパンジTに

おける採食行動 ･薬草利用の可能性について

招蒋期間 :2004年 6月 2日～2004年 8月 18日

Hampton,Robert(アメリカ合衆国,アメリカ国立精神

衛生研究所 ･研究員)

受入教員 :松沢哲郎

研究課題 :チンパンジーにおける記憶にかんする意識

とメタ認知

招碑期間 :2004年 7月 1日～2004年 8月 19日

Smith,DavidGlenn(アメリカ合衆国,カリフォルニア

大学 ･教授)

受入教員 :鈴木樹理

研究課題 :飼育下マカクコロニーの退伝学的マネージ

メントに関する研究

招碑期間 :2004年 8月 18日～2004年 9月25日

Boug,仙血adrbrahimYousef(サウジアラビア王国 国立

野生生物研究センター ･研究員)

受入教員 :森明雄

研究課題 :サウジアラビアのマントヒヒの生態資料の

分析

招碑期間 :2004年 11月28日～2004年 12月26日

Lemasson,Alban(フランス共和国,ラトガ-ズ大学リ

サーチアソシエイ ト)

受入教員 :正高信男

研究課題 :ニホンザルとテナガザルの音声コミュニケ

ーションに対する社会的影響

招碑期間 :2004年 11月30日㌣2005年 各月23日

Jubin,Roman(フランス共和国,ラトガ-ズ大学リサー

チアソシエイ ト)

受入教員 :正高信男

研究課題 :ニホンザルの音声分析について

招柵期間 :2004年 11月30日～2005年 8月23日

Ranorosoa,MarieClaudine(マダガスカル共和国,ツイ

ンバザザ動植物公園 ･サル類飼育健康管理部助

手)

受入教員 :田中洋之

研究課題 :シフアカの採食選好性の栄養学的 ･薬理的

調査

招蒋期間 :2004年 12月2日～2005年 2月 10日

KangKym gHwa(大韓民国,DongヾuiUniversity･常勤

講師)

受入教員 :景山節

研究課題 :肥潤ニホンザルのレプチン.アディポネク

チンとこれらの受容体の退伝子クローニングおよ

び分子進化研究)

招碑期間 :2005年3月 2日～2006年2月 28日

Mashchenko,Evgeny(ロシア連邦,ロシア科学アカデミ

ー ･古生物学研究所 ･主任研究員)

受入教員 :高井正成

研究課題 :オナガザル上科化石の解析及び研究打ち合

わせ

招碑期間 :2005年 3月 17日～2005年 3月31日

研究生 (研究留学生)

ZinMaungMaungThein
受入教員 :茂原倍生

受入期間:2004年 4月 1日～ (京大で日本語研修)2004

年 10月 1日～2005年 3月31日

MaTtinezLatm

受入教員 :松沢哲郎

受入期間 :2004年 10月 1日～2005年 3月 31日

JamanMoharrmadFiroj
受入教員 :MichaelAlanHuLhan

受入期間 :2004年 10月 1日～2005年 3月31日

特別研究学生 (外国人)

RattanapornHanta
研究題目:東南アジア後期新生代の化石輔乳類の分類

学的研究

受入教員 :溝田穣

受入期間 :2003年 10月 1日～2004年9月30日

5.日本人研究員 ･研修員

日本学術振興会特別研究員 (PD)

伊藤 (大塚)麻里子

受入教員 :竹中修

研究題 目:内分泌授乱物質が雄マカクザルの精子形成

に及ぼす形響-ヒト精子形成障害モデルの確立
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受入期間 :2003年 4月 1日～2006年 6月30日 (中断

期間 :2003年 10月 1日～2003年 12月 31日)

座馬耕一郎

受入教員 :上原重男 ･MichaelAlanHu血nan

研究題目:野生チンパンジーにおける利他行動の進化

受入期間 :2003年 4月 1日～2006年 3月31日

鍔本武久

受入教員 :茂原信生

研究題目:ボンダウン層の噛乳類化石の記載と東アジ

アの新生代前半における噴乳類の進化

受入期間 :2003年 4月 1日～2006年 3月31日

早川祥子

受入教員 :竹中修 ･MichaelAlanHu缶nan

研究Rfi日:ニホンザルの群れ間遺伝子交流とその進化

受入期間 :2003年 4月 1日～2006年 3月31日

半谷吾郎

受入教員 :上原重男 ･MichaelAlanHumnan

研究旭日:霊長類の社会構造の進化に環境と系統が与

える彫響

受入期間 :2003年 4月 1日～2006年 3月31日

受紀研究員

佐藤主語

受入教員 :中村伸

研究Ril日:サルモデルでのアレルギー ･免疫応答に関

する研究

受入期間 :2004年 4月 1日～2004年 9月30日

研究生

平石脚敏

受入教員 :正高信男

研究題目:高次脳機能画像法を用いた高機能自閉症児

の情報処理過程の研究 L

受入期間 :2004年 4月 1日～2005年 3月 31日

非常勤研究員

姉崎智子

研究課題 :東アジアおよび東南アジアの先史時代遺跡

出土の動物遺存体による人類史復元

所属分野 :系統発生分野

研究期間 :2004年4月 1日～2005年 3月 31日

天野 (早野)あづさ

研究課題 :テナガザル類の種分化 ･亜種分化に関する

分子遺伝学的解析

所属分野 :遺伝子情報分野

研究期間 :2004年 4月 1日～2005年 3月 31日

川合 (久保)南海子

研究課題 :ニホンザルとヒトにおける老化にともなう

行動と脳機能の変化に関する実験的研究

所属分野 :認知学習分野

研究期間 :2004年 4月 1日～2005年 3月31日

下岡ゆき子

研究課題 :ニホンザルのサブグル丁ビングの機能的意

味についての研究

所属分野 :社会構造分野

研究期間 :2004年4月 1日～2005年 3月31日

森琢磨

研究課題 :幼君期サルの一次視覚野における可塑性に

対する神経栄養因子の関与

所属分野 :器官調節分野

研究期間 :2004年4月 1日～2005年 3月31日

研修員

田代靖子

研修題目:アフリカ大型類人猿の社会 ･生態学的研究

受入教員 :大揮秀行

研修期間 :2004年4月 1日～2005年 3月 31日

船越美穂

研修題目:中部山岳地帯に生息する野生ニホンザルの

生態

受入教員 :渡逸邦夫

研修期間 :2004年4月 1日～2005年3月 31日

特別研究学生

土居裕和

研究題目:身体的制約の認知と､それに対する動詞の

マッピングに関与する脳内機序の解明

受入教員 :正高信男

受入期間 :2004年4月 1日～2005年3月31日
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6.研究支援推進員

氏名 採用期間

川本咲江 2004年 4月 l

小林陽子 2004年 4月 1

梅田せつ子 2004年 4月 1

補木かおり 2004年 4月 1

倍谷かつ江 2004年 4月 1

山内志乃 2004年 4月 1

中野千枝子 2004年 4月 1

粟粟和枝 2004年 4月 1

松揮美津子 2004年 4月 1

高島友子 2004年 12月

山内英典 2004年 12月

日～2005年 3月31日

日～20d5年 3月31日

日～2005年 3月31日

日～2005年 3月 31日

日～2005年 3月31日

日～2005年 3月31日

日～2004年 9月30日

日～2005年 3月31日

日～2005年 3月31日

1日～2005年 3月 31日

1日～2005年 3月31日

7.研究集会

所内談話会

第 1回 :2004年5月24日 (月)

Ma仏ewE･BreⅦrd(UniversityorMassachusettsMedical

School,USA) ''Magneticresonanceimagingstudies

inconsciouspnmateS"

第 2回 :2004年 7月 8日 (木)

JamR･deRuiterQvolutionaryAn thropologyResearch

GroupUniversityofDwham,UK)"Differenttypesof

geneticinvestigationstoexplain thebehaviourof

variousprimates"

第 3回 :2004年7月20日 (火)

JamesAn dersonPhiversityofStifling,UK)"Yawningin

pnmates:fromrenextorenection"

第4回 :2004年 11月 11日 (木)

Laura Ncwell･Morris Pepartmcnt of An thropology,

University ofWashington,USA) "Macaques as

biomedicalmodelsforcalorierestriction,humanaging

andspinalosteoarthritis:whatwehaveleanedand

wherewego&omhere."

第 5回 :2004年 2月 17日 (金)

AlbanLemasson(認知学習 外国人特別研究員)…Vocal

sharingandsocialdynamiCincampbell'smonkey…

第 6回 :2004年 1月 11日 (火)

PeterBrown (SchoolofHumanandEnvironmentalStudies,

UniversityofNewEngland,UK)"Newsmall･bodied

hominindiscoveriesfromFlores,Indonesia.n

(文末 :上野吉-)

霊長類学ゼミナール

日時 :2004年 12月 10日10:00-15:30

会場 :京都大学霊長類研究所大会訊壷

参加者 :約40人

<口頭発衣>

1) 倉岡康治/KojiKuraoka(認知学習)r情動刺激に対

するサル肩桃核及び前部上側頭構ニューロン応答

の解析｣ResponsesofsingleneuronsBodingemotional

expressionsintheamygdalaandtheanteriorsuperior

temporalsulcusofmonkeys.

2) 香田啓貴/HirokiKoda(認知学習)r野生ニホンザ
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ルの発声頻度の地域差｣Thefrequencyratioofcよlls

inwildJapaneserrncaquesisdeterminedbythe

environmentalfactors,nottheinheritedbackground.

3) ●田中美希子/MikikoTanaka(遺伝子情報)｢マダガ

スカル,べ レンティ保護区のチャイロキツネザル

の生息地利用 と社会構造JHabitatuseandsocial

stmctWe orbrown lemurs atBerenty ReseⅣe,

Madagascar.

<ポスター発表>

1) 石川直樹/Naokilshikawa(行動発現)r眼球運動課

題遂行におけるサル前頭連合野ニューロン活動の

解析(研究計画)JNeuralactivitiesofpre丘･ontalcortex

inMacaqueMonkeysduringthebehavioralcontrolof

saccadeeyemovements.Proposal).

2) 鈴木真理子/MarikoSuzuki(社会構造)rサルたち

はどのようにして群れのまとま りを維持 している

のか一集団移動の調節 と個体の空間配置に関する

研究紹介と修士研究計画案-JHowdoesagroupor

pnmatesmaintaincohesiveness?-Introductionstudies

ongroupmovementanddistributionindividualS･.

3) 山口智恵子/ChiekoYamaguchi(認知学習)r給餌

者の状態がニホンザルのフー ドコールに与える影

響｣Relationshipsbetweenexperimenter'sbodyand

raccodentationsandbdCallsinJapanesemonkeys.

4) 山本其也/shinyaYarrnmoto(思考言語)rトークン

を介 した食物獲得における､チンパンジー2個体

間の社会的交渉｣Socialinteractionbetweentwo

chimpanzeesforusingtokenstogetfood.

5) 親川千紗子/Chisakoqrakawa(認知学習)rアジル

テナ ガザル のデ ュエ ッ トにお ける変異性 ｣

Variabilityintheduetofwildagilegibbons.

6) 鄭アラム,光永総子,山内英典,中村伸/A-Ram

Jcong,FusakoMitsunaga,mdenoriYamauchi,Shin

N血 mtm (遺伝 子情 報)Expression profileof

cytokineanditsreceptorgenesin primatesusing

real･timePCR.

7) 託見健/KenTaknmi (器官調節)rマカクサルの春

機発動期開始にともなうGnRHニューロン-のシ

ナプス入力の変化 (研究計画)｣Pubertalchangesin

SymapticinputstoG瓜 Ineuronsinhypothalamus of

macaquemonkey.

8) 林美里/MisatoHayashi(思考言語)｢チンパシジー

の積木つみ｣Stackingblocksinchimpanzees.

9) 東濃鴬徳,福原亮史,手塚修文',景山節/Atsunori

Higashino,RyojiFukuhara,Takafumi JTezukaand

TakashiKageyama(人類進化モデルセンター●名古

屋文理大)｢ニホンザルにおけるス トレスタンパク

質の cDNAクローニングと組織での遺伝子発現｣

Molecular cloning and geneexpression ofstress

proteinSinJapanesemonkey.

10) 松野響/Toyomi Matsuno(思考言語)rチンパンジ

ーにおける運動刺激をも~ちいた視覚弁別JⅥsual

discriminationofmoⅥngstimuliinchimpanzeesand
humans.

ll) 山田彩/AyaYanuda(野外施設)r農作物被害を起

こす野生ニホンザルの生態学的研究 一研究計画｣

EcologiCalstudyofJapanesemacaquesraidingcrop

fields-researchplan.

12) 土居裕和/HirokazuDoi(東大総合文化研究科)｢音

声 と顔の"動き''の異種感覚統合｣IntemlOdal

matchingofvoiceand一一dymamicqface.

霊長類学総合ゼミナールは霊長類研究所内 TA を

中心とした大学院生が企画,運営する研究会であり,

京都大学霊長類研究所で研究活動を行 う若手研究者が

各自の研究成果を報告し,討論することにより,学術

的交流を深めることを目的とする.今年度は,大学院

生による研究成果,研究計画についての発表が行われ,

参加者はそれぞれ異なる専門分野-の見識を高める機

会となった.また,様々な見地からの意見,討輪を受

け,発表者にとっても自身の研究に対して新たな視野

を得る機会として,極めて意義深い研究会となった.

(TA:木場礼子,託見健,東濃薦徳 文箕 :託見健)
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